
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  損金算入できる飲食費の適用要件 

Ｑ：１人当たり5,000円以下の飲食費は損

金に算入できるそうですが、どんな飲食費で

も損金になるのですか？ 

 

Ａ：もっぱら役員もしくは従業員又はこれ

らの親族に対する接待等にために支出する飲

食費は対象になりません。 

【解説】 

法人が支出する交際費等のうち１人あたり

5,000円以下の飲食交際費については、この４

月１日以後に開始する事業年度からは、損金

に算入することができるようになりましたが、

飲食接待費のうち、もっぱらその会社の役員

もしくは従業員又はこれらの親族に対するも

のについては、適用対象にならないとされて

いますので、社内の者だけを対象とする飲食

費、すなわち社内交際費は飲食接待費から除

外しなければなりません。 

なお、この場合において、もっぱらとはど

の程度を指すかは、ケースバイケースですが、

参加者のうち社外の者が１人だけというよう

な場合で、その割合が極端なときなどはこれ

に該当し、対象にならないということになる

でしょう。 

 ［飲食交際費に該当するかどうかの判定］ 

× 同一会社内の者だけでする飲食費             

○ 親子会社の役員間でする飲食費             

○ グループ会社の役員と社員でする飲食費   

 ○ 100%子会社の役員との飲食費                

 ○ 海外の子会社へ出向した社員とする飲食 

費   

Ｒ Ｅ Ｄ Ａ Ｓ   Ａ
リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ

 

１９９４年 １月 ６日 創 刊 ・毎 日 発 行  

リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ Ｆ Ａ Ｘ ニ ュ ー ス  

（２００６年）平成１８年  金曜日  月６  １ 日  ６

発行所 株式会社 
大阪市中央区平野町３－１－１０  
編集発行人：税理士 三輪 厚二  

Tel  ：06-6209-7678

Fax ：06-6209-8145ＦＰシミュレション― 

第 

 

3 0 4 8  

 

号 


